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平成 25 年度に東京都及び国の補助金を 

活用して導入された事例です 

 

実施場所 
本郷瀬川ビル 

東京都文京区本郷 2 丁目 35 番地 10号 

事業所概要 

建物用途 事務所等 竣工年月 1988 年 7 月 

延床面積 3,703.69 ㎡  （地上 7 階 地下 1 階 塔屋１階） 

契約電力 158 ｋＷ 計測点数 60点（空調及び電灯） 

使用電力量 ３２３千 kWｈ /年 制御点数 12 点（空調） 

導入システムの特徴 

システム名： エアネット i D-BIPSモデル 

導入システムの具体的な構成 

 

ＢＥＭＳアグリゲータ ダイキンエアテクノ株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 東京都環境公社 

オーナーの声（BEMS導入のきっかけ、問題、課題） 
 

本郷瀬川ビルでは、今までＮＯコスト、ＬＯＷコストで出来る省エネに積極的に取り組んでまいりまし

た。また、テナントの快適性を損なわずにいつの間にか省エネになっていることを心がけています。Ｂ

ＥＭＳの導入は、バックヤードで省エネを実施することを目的として考えました。 

 



 

導入効果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

削減率 14.7％ 

建物全体の電力使用量 時刻別・用途別電力使用量（H25. 8. 5） 

フロア別の空調電力使用量 デマンド電力使用状況（H25. 8. 5） 

 デマンド電力（kW）  目標電力（100kW） 非制御時予測電力（kW） 

導入効果について 

・導入前、電力デマンドは警報が鳴ってから手動で個別の空調機を停止させる作業をおこなっており、 

夏や冬のピーク時には随時管理をしていないと契約電力を超えてしまう事が多々ありました。    

ＢＥＭＳ導入後は、デマンド目標値に近づくと自動で空調機の出力をコントロールし、快適性を損なわ 

ずに契約電力量超過を防ぐ事ができました。 

 

・各テナント様毎に空調機使用量が分かるので、テナント様向けに適切な省エネ提案が出来るようになり

ました。 

 

・デマンド、空調機、電灯の"電力量の見える化"を行い、施設全体のエネルギー消費量の把握が可能とな

り電力消費量が多い設備の把握も出来るようになりました。 

こうしたデータを元に、さらなる省エネが可能な設備を洗い出す予定です。 

 

今後の BEMS 活用・取組み内容・課題について 

 

今後の課題は、データをもとに運転時間設定温度などテナント毎の快適性を考えながら、ピークシフトでき

るような仕組みを作っていけたらと考えています。 

 


